
平成 24年度 解析学A 期末試験問題 2012年 8月 7日 (火)実施

1. 自然数 n に対して，関数

f(x, y) =


xyn

x2 + y2
, (x, y) ̸= (0, 0)

0, (x, y) = (0, 0)

の (0, 0) における次の可能性を論じよ．

(1) 連続

(2) 偏微分可能

(3) 全微分可能

(4) C1 級

2. f(x, y) = y2 sin(π
2
xy) の点 (1, 2) における全微分を求めよ．また全微分に基づいて

f(1− 10−2, 2 + 3 · 10−2) の近似値を求めよ．

3. C2 級の z = f(x, y) と x = r cos θ, y = r sin θ の合成を考える：

z(r, θ) = f(r cos θ, r sin θ)

このとき 2次偏導関数
∂2z

∂r∂θ
を求めよ．

4. 2つの関数 f(x, y) = x2 − y3 + 1, g(x, y) =
1

x2 + y − 3
がある．点 P(−2, 1) にお

いて方向微分係数を考える（方向 u = (α, β), α2 + β2 = 1）．f の方向微分係数が

最大となるように u を取る．

(1) そのときの g の方向微分係数を求めよ．

(2) g の方向微分係数が 0 になる方向と u とのなす角 θ を求めよ．

以上


